
　フィリピンの人・ことば・文化に関する研究テーマ
を多様な学問的視点から考え、それを自らのことばで
表現し、私たちが暮らす市民社会に向けて積極的に発
信したいと思っている人。研究テーマを深めるため
に、フィリピン語の言語能力を高める努力を惜しまな
い人。

　タイ語による実践的コミュニケーションの能力を養
い、かつそれを基礎にタイの社会的文化的ダイナミズ
ムに対する深い洞察力を身につけたいと考える人。

　フィリピン・マニラ首都圏のオフィス街の一角にあ
る大きな教会と巨大な聖母マリア像。300年ものスペ
イン支配、その後数十年アメリカの統治により、欧米
のキリスト教と自由主義を支えにした、グローバルな
性格の強いフィリピンのシンボル、なのでしょうか。
だからいま年率5％を超える順調な経済成長を持続さ
せ、世界中に優秀な労働力を送り出し、また新たな英
語留学先として人気を集めている？
　フィリピンの歴史経験はもっと複雑です。多文化の
社会なのに、外国の支配によって外来語である英語で
無理にひとつにされ、一握りのエリート層が特権を握
る社会とされ、様々の社会対立を経験してきました。
欧米文化へのなじみはグローバル化の進む中で有利で
はあり、特に多くの人々が海外に出稼ぎに行きました
が、結局海外で頼りになるのは同国人であり、そこで
心を通い合わせられる言葉は、英語よりも、タガログ
語を元に国語として教えられるようになったフィリピ
ン語でした。グローバル化の中でフィリピンは苦し
み、その中で英語に熟達すると共に、自分たちの言葉
であるフィリピン語を熟成普及させていったのです。
　30年ほど前、この教会が現在立っている地域に多
くの人々が集い、非暴力による独裁政権の交代を求め
ました。教会の呼びかけとビジネス界の後援もありま
したが、政権に立ち向かう勇気を奮った普通の人たち
が、フィリピン語で励まし合って祖国の変革のために
立ち上がったのが、この教会とアジア人の風貌を持っ
た聖母像が記念しているこの場所です。
　グローバル化の中でこそ、自分たちの言葉を確立し
つつあるフィリピン。その国語の魅力をぜひ一緒に学
んでみませんか。

オフィス街の聖母マリア像

タイといえば稲作・象・ムエタイ・仏教寺院という
イメージを持つ人が多いと思いますが、現在のタイ国
は、農林漁業就労者の人口が全就労人口の50％を割
り、工業化とサービス産業を中心とした経済成長を遂
げている「中進国」です。このようなタイの経済発展・
工業化にもっとも深く係わっている国の一つが日本で
す。たとえば、タイの自動車産業は東南アジアの中心
的役割を担っていますが、日本の大手自動車・自動車
部品メーカーがそれを支えています。
タイは、豊かな自然環境、開放的で自由な雰囲気、

安定した社会体制、物価の安さなど、外国人にとって
も大変居心地の良い国であり、タイを訪れる日本人観
光客は年間約100万人、長期滞在をする日本人の数は
6万4千人（大使館の在留届）にのぼり、短期滞在ビ
ザで滞在する人を含めると、10万人ちかくの日本人
がタイで生活しています。また近年訪日タイ人観光客
数が急増しており、2016年には約90万人のタイ人
が日本を訪れました。日本国内には留学生を含むタイ
人長期滞在者が4万5千人います。このように、日本
とタイは経済的な面に加え、人的交流の上でも大変密
接な関係を築いています。
60年数年の歴史を持つタイ語専攻の卒業生は様々

な分野で活躍していますが、特に、日タイ間の架け橋
として活躍している人材が多数輩出しています。タイ
国内で活躍している卒業生も多く、バンコクの同窓会
の活動は非常に活発です。
タイ語専攻では、タイ語の運用能力を養いながら、

タイについての総合的な知識を学ぶためのカリキュラ
ムを組んでいます。1・2年次にタイ語の基礎を学び、
その上で3・4年次にはタイの言語、社会・文化、政治・
経済、文学、歴史について専門的に学べるようになっ
ています。
また、交換留学の協定を結んでいる大学が多いの

で、3・4年次にタイの大学に留学する学生も多数い
ます。外国語学部をはじめ、大阪大学に留学している
タイ人留学生との交流も盛んで、授業だけではなく、
キャンパスライフの中でタイの人と接する機会も多い
のも特徴です。

フィリピン語専攻 タイ語専攻
「タイ語を選んで本当に良かった。」知らず知らずのうちにタイ語の魅力に引き

込まれ、「タイ語が大好きだ。」と言えるまでに至ったのは、かけがえのない様々
な出会いに恵まれたからではないかと思います。

私は、言語学習の醍醐味というものは単に単語や文法を覚えて話せるようにな
ることだけではないと考えています。もちろん、日々新しい単語に出会い、その
度に辞書を引き、「この単語はこういう意味なのか！」という発見の繰り返しも、
なかなか面白いものです。しかしながら、それだけに止まりません。言語を勉強
することで、その言葉が話されている国や地域の文化や社会、あるいは歴史につ
いての深い知識を得ることができます。私は、そうした知識の獲得の積み重ねが、
果ては多くの人々との出会いに繋がると信じています。こうして出会ったあらゆ
る人々の考え方やものの見方は、立ち止まって自身のそれを顧みる機会を与えて
くれるのです。

タイ語専攻を選んでいただければ、そうした機会がたくさん待っています。面
倒見が良く、非常に熱心にご指導して下さる先生方、毎日共に過ごす同回生の仲間、
そして先輩と後輩。さらに
は毎年留学にやってくる多
くのタイ人の留学生。タイ
語専攻の縦と横の繋がりは
非常に強いもので、勉強や
留学、就職に関する相談は
もちろんのこと、食堂など
で他愛もない話をして楽し
んだりご飯を食べに出掛け
たり。これほど仲の良い専
攻は他にないのではないか
なと思います。

私は 3 年生の 8 月から 5 か月間、タイに留学しました。私が通ったタマサート
大学ランシットキャンパスは、広大な敷地と豊かな自然が魅力です。日中は韓国
や中国の留学生とともにタイ語で授業を受け、放課後にはタイ人学生とクラブ活
動をしたり、市場で買い物をしたりしました。

タイでの生活は想像の何倍も新鮮で、楽しいものでした。街には家々に交じっ
て荘厳な寺院や祠が建てられ、たくさんの供え物であふれています。夜になると、
歩道や広場には所せましと屋台が並び、人々の活気を感じさせました。色鮮やか
に飾り付けた灯篭を流し、川の神様に感謝を捧げるローイクラトン祭りや、街じゅ
うに装飾が施され、国民全員が国王のイメージカラーをまとって祝う国王陛下誕
生日など、タイならではのイベントも体験することができ、その雰囲気を肌で感
じることができました。

勉強面では、最初はタイ語でのコミュニケーションがうまくいかず、憂鬱にな
ることもありました。そんな時いつも私を励ましてくれたのが友人や先生の「マ
イペンライ（大丈夫、気にしなくていいよ。）」という言葉です。タイの方々のお
おらかさを表すようなこの言葉のおかげで、現地でのボランティアや通訳の仕事
など、新しいことにぶ
つかっていく勇気をも
つことができました。

この留学を通して、
大学で学んだことを単
なる「知識」ではなく、
実際に見て触れた「経
験」として身につけら
れたことが、最大の成
果だったと感じていま
す。

3年　北峯　英恵

4年　小川　真奈
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